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今、経営に悩みをかかえていませんか？商工会議所経営指導員が相談に応じます。
問い合わせ先：紀州有田商工会議所　ＴＥＬ：８３－４７７７

紀州有田商工会議所
相談及びセミナー参加ご希望の方は、当所までご連絡くださいＴＥＬ：８３－４７７７

窓口相談・セミナー等1月

１月５日㈪・１３日㈫
１９日㈪・２６日㈪

経営窓口相談
いずれも午後１時～３時
相談員　経営指導員

創業・融資・労務管理など
経営の諸問題についてご相談
をお受けします

１月９日㈮
午後１時～３時

１月２４日㈯
午後１時～４時

メンタルヘルス対策相談
場所：紀州有田商工会議所
相談員：村上 寿美子 氏
・職場のうつ病対策
・セクハラ、パワハラ
・メンタルヘルス教育研修
・休職者への職場復帰支援
・心の健康づくりに関するご相談
※専門の産業カウンセラーが相談
　をお受けします。

１月１３日㈫
午後１時～３時

労 務 相 談
相談員　経営指導員

労働時間、就業規則、時間
外協定等労働に関する相談
及び各種助成金の相談

１月１３日㈫
午後１時～３時

金 融 相 談 会
場所：紀州有田商工会議所
相談員：日本政策金融公庫
　　　　担当者

運転資金が必要な方、設備
資金の必要な方はご相談く
ださい。

※詳しくは、商工会議所まで

エキスパートバンク

・事業計画の立て方
・販売促進
・店舗レイアウト、ディスプレ
　イ考案
・パソコンの有効活用
・会計システムの導入
・経営革新への取組等

※詳しくは、商工会議所まで

小規模事業者を対象に専門家が
支援サポート致します

相談員：河原貴博司法書
　　　　士事務所
　　　　河原 貴博 氏

申込、問合せは商工会議所へ

※相談無料、事前予約制

１月１３日㈫・２６日㈪
いずれも午後１時～３時

記帳・税務相談
場所：紀州有田商工会議所
簡易帳簿、複式記帳の付け
方（パソコン会計含む）や
税務に関する相談をお受け
します。

１月９日㈮
午後１時～３時

年 金 相 談
場所：紀州有田商工会議所

１月１４日㈬
午後１時～３時

無料登記相談

相談員：村上寿美子
　　　　社会保険労務士

老齢年金、障害年金、
遺族年金などに関するご相談

事業承継・引継ぎ
支援センター相談会

和歌山県事業承継・引継ぎ支援
センター担当者が、事業承継に
関する相談に対応いたします。
（秘密厳守、相談無料）
　　　　　　　　※事前予約制
※詳しくは、商工会議所まで

場所：紀州有田商工会議所

 

須佐神社　須佐駿馬　瑞光

と
お
り
。

■
開
催
日
時

　

令
和
八
年
一
月
十
七
日
㈯

　

十
時
〜
十
五
時

■
開
催
場
所

　

有
田
川
温
泉
鮎
茶
屋 

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー
ル

　
（
有
田
市
星
尾
三
七
）

※
物
産
展
に
お
越
し
の
方
は

河
川
敷
側
の
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

当
商
工
会
議
所
で
は
、
有

田
地
域
の
特
産
品
や
事
業
所

の
周
知
広
報
と
、
お
客
様
に

直
接
販
売
す
る
こ
と
で
商
品

の
良
さ
を
体
感
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
「
こ
だ
わ
り

逸
品
物
産
展
」
を
令
和
八
年

一
月
十
七
日
㈯
に
有
田
川
温

泉
鮎
茶
屋
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ホ
ー
ル
に
て
開
催
す
る
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
以
下
の

■
出
店
事
業
者（
販
売
商
品
）

・
有
田
川
温
泉
鮎
茶
屋
（
炊

込
み
ご
飯
の
素
、
鈴
な
り

焼
き
他
）

・
有
田
食
品
㈱
（
紀
の
国
仕

立
て
カ
レ
ー
）

・
魚
昌
商
店
（
ゆ
ず
の
香
寿

司
、
巻
き
寿
司
他
）

・
う
な
ぎ
屋
か
わ
す
い
（
国

産
う
な
ぎ
蒲
焼
）

・
菓
子
工
房
喜
多
亭
（
レ
モ

ン
ケ
ー
キ
、
こ
く
ま
ろ
プ

リ
ン
他
）

・
亀
本
の
え
び
せ
ん
（
え
び

姿
焼
き
、
有
田
好
み
他
）

・
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
（
フ

ル
ー
ツ
飴
）

・
北
正
園
（
布
海
苔
、
ひ
じ

き
他
）

・
㈱
早
和
果
樹
園
（
お
く
ふ

ろ
ス
ム
ー
ジ
ー
、
み
か
ポ

ン
他
）

・
橘
家
（
お
っ
ぱ
寿
司
、
焼

さ
ば
寿
司
他
）

・
中
谷
桂
三
陽
光
農
園
（
白

米
、
古
代
米
）

・
な
か
た
に
フ
ァ
ー
ム
（
お

米
、
野
菜
他
）

・
農
業
グ
ル
ー
プ
Ｊ
Ｏ
Ｙ

（
ゆ
ず
入
り
ぽ
ん
酢
、
シ

フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
他
）

・
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
専
門
店

Ｍ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｏ
（
バ
ウ
ム

　

ク
ー
ヘ
ン
、カ
ッ
プ
バ
ウ
ム
）

・
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
ク
ス
ギ
ン

　
（
プ
チ
マ
ド
レ
ー
ヌ
）

・
花
野
食
品
㈱
（
う
ま
い
も

ん
亭
和
風
だ
し
の
素
、
み

か
ん
シ
ュ
ワ
ッ
酒
他
）

・
則
岡
醤
油
醸
造
元
（
濃
口

し
ょ
う
ゆ
「
極
」）

・
福
扇
水
産
（
極
釜
揚
げ
し

ら
す
、
ち
り
め
ん
他
）

・
も
ぎ
た
て
あ
り
だ
（
ジ
ェ

ラ
ー
ト
）

・
ユ
ー
キ
ン
農
園
（
い
ち
ご
）

・
和
歌
山
香
醸
（
良
い
香
り

の
お
線
香
、
熊
野
古
道
の

か
ほ
り
）

※
販
売
商
品
は
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
入
場
無
料

■
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催
！

　

物
産
展
当
日
、
お
店
で
買

い
物
を
す
る
と
ス
タ
ン
プ
を

押
し
て
く
れ
三
店
舗
集
め
る

と
景
品
が
当
た
る
抽
選
会
に

参
加
で
き
ま
す
。

■
ク
イ
ズ
に
答
え
る
こ
と
で

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
ス
タ

ン
プ
を
ゲ
ッ
ト
で
き
る
ク

イ
ズ
大
会
を
開
催
。

■
第
六
回
こ
だ
わ
り
逸
品
物

産
展
の
チ
ラ
シ
持
参
で
お

買
い
物
券（
一
〇
〇
円
〜
）

が
当
た
る
抽
選
会
に
参
加

で
き
ま
す
。（お
一
人
一
回
限
り
）

■
物
産
展
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
あ
り

太
く
ん
缶
バ
ッ
チ
を
作
成
。

■
問
合
せ
：
紀
州
有
田
商
工

会
議
所　

☎
〇
七
三
七
―

八
三
―
四
七
七
七

　

当
商
工
会
議
所
で
は
会
員

事
業
所
の
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ

ル
な
ど
の
基
本
的
な
パ
ソ
コ

ン
操
作
や
チ
ラ
シ
デ
ザ
イ
ン

知
識
の
取
得
を
目
的
に
パ
ソ

コ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

■
開
催
日
時　

令
和
八
年
一

月
二
十
六
日
㈪
・
二
十
七

日
㈫
・
二
十
八
日
㈬

　

各
日
十
時
〜
十
五
時
（
昼

休
憩
一
時
間
）

■
開
催
場
所　

オ
ー
ル
マ
イ

テ
ィ
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

（
有
田
市
新
堂
三
九
番
地

成
川
ビ
ル
北
側
二
階
）

■
定
員　

各
講
座
十
名

■
講
座
内
容

○
二
十
六
日
㈪
：
Ｗ
ａ
ｒ
ｄ

基
礎
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
「
整

え
」
講
座

○
二
十
七
日
㈫
：
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ

ｌ
活
用
関
数
・
シ
ョ
ー
ト

カ
ッ
ト
「
時
短
術
」
講
座

○
二
十
八
日
㈬
：
Ｃ
ａ
ｎ
ｖ

ａ
で
「
簡
単
」
チ
ラ
シ
作

成
講
座

■
準
備
物　

筆
記
用
具
・
Ｕ

Ｓ
Ｂ

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
・
問　

紀
州
有
田
商

工
会
議
所　

☎
〇
七
三
七

―
八
三
―
四
七
七
七

パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

　

当
商
工
会
議
所
で
は
、
労

働
災
害
を
な
く
す
た
め
労
務

管
理
や
労
働
安
全
衛
生
事
業

の
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

今
般
、
そ
の
事
業
の
一
環
と

し
て
第
三
十
一
回
労
働
安
全

衛
生
大
会
を
開
催
す
る
。

〇
日
時　

令
和
八
年
二
月
九

日
㈪　

十
三
時
〜
十
五
時

三
十
分

〇
場
所　

紀
州
有
田
商
工
会

議
所　

六
階
ホ
ー
ル

〇
内
容

⑴
特
別
講
話

テ
ー
マ
「
労
働
災
害
の
現

状
と
対
策
」

講
師
：
御
坊
労
働
基
準
監

督
署

　

署
長　

香
嶋　
伸
一　
氏

⑵
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
な
い
職
場
づ
く
り
を

目
指
し
て
」

講
師
：
社
会
保
険
労
務

士　

笠
田　
隆
博　
氏

⑶
安
全
衛
生
事
業
所
表
彰

第
三
十
一
回
労
働
安
全
衛
生
大
会

第
三
十
一
回
労
働
安
全
衛
生
大
会

第
六
回
こ
だ
わ
り
逸
品
物
産
展

　
　
　

一
月
十
七
日
㈯
開
催

第
六
回
こ
だ
わ
り
逸
品
物
産
展

　
　
　

一
月
十
七
日
㈯
開
催

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

有
田
市
民
の
皆
様
、
そ
し

て
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
こ
と
、
秋
竹
新
吾
は
、

昨
年
十
一
月
に
長
き
に
わ
た

り
情
熱
を
も
っ
て
会
頭
職
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
前
会
頭 

川
端
隆
也
氏
の
後
を
引
き
継

ぎ
、
紀
州
有
田
商
工
会
議
所

の
会
頭
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
高
齢
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
幸
い
に
し
て
健
康
に
恵

ま
れ
、
地
域
経
済
の

発
展
の
た
め
に
尽
力

す
る
決
意
を
固
め
て

お
り
ま
す
。

　

経
営
者
と
し
て
の

経
験
は
二
十
五
年
と

決
し
て
長
く
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、そ
の
間
、

事
業
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
を
肌
で
感
じ
、
挑

戦
と
革
新
の
重
要
性
を
学
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
新

た
な
職
責
を
担
う
に
あ
た
り
、

商
工
会
議
所
の
事
業
す
べ
て

に
熟
知
し
て
い
る
わ
け
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
幸
い
に

し
て
、
私
の
脇
を
固
め
て
く

れ
る
三
名
の
副
会
頭
は
、
豊

富
な
経
営
経
験
と
、
会
議
所

活
動
へ
の
深
い
知
見
を
お
持

ち
で
す
。
私
は
、
副
会
頭
、

そ
し
て
地
域
経
済
の
発
展
に

尽
く
す
情
熱
あ
ふ
れ
る
役
職

員
と
「
オ
ー
ル
紀
州
有
田
商

工
会
議
所
！
」
と
し
て
一
丸

と
な
り
、
力
を
合
わ
せ
て
邁

の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

に
、
果
敢
に
挑
戦
し
続
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
商
工
会

議
所
は
そ
の
挑
戦
を
支
え
る

「
伴
走
者
」
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

・
会
員
の
皆
様
一
人
ひ
と
り

の
経
営
上
の
悩
み
や
課
題
に

深
く
耳
を
傾
け
、
き
め
細
や

か
な　

経
営
指
導
や
情
報
提

供
を
行
い
ま
す
。

・
有
田
市
の
誇
る
豊
か
な
自

然
や
歴
史
、
そ
し
て
特
産
品

を
最
大
限
に
活
か
し
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
と
観
光

誘
客
に
取
り
組
み
ま
す
。
特

に
、
若
者
や
女
性
の
活
躍
を

促
し
、
地
域
の
活
力
を
高
め

る
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

・
円
滑
な
事
業
承
継
や
、
若

手
経
営
者
の
育
成
を
通
じ

て
、
有
田
の
商
工
業
の
持
続

的
な
発
展
に
向
け
た
基
盤
を

固
め
ま
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
も
、昨
年
、

進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

さ
て
、
国
内
で
は
高
市
首

相
を
筆
頭
と
す
る
新
た
な
政

権
が
発
足
し
、
長
年
の
課
題

で
あ
っ
た
デ
フ
レ
か
ら
の
完

全
脱
却
や
、
中
小
企
業
の
賃

上
げ
、
そ
し
て
積
極
的
な
海

外
展
開
支
援
な
ど
、
日
本
全

体
が
「
前
向
き
」
な
機
運
に

包
ま
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

有
田
市
も
、
こ
の
追
い
風
を

最
大
限
に
活
か
し
、
停
滞
で

は
な
く
「
飛
躍
」
の
一
年
と

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

物
価
高
騰
や
人
手
不
足
と

い
っ
た
難
題
は
あ
り
ま
す

が
、
行
政
・
商
工
会
議
所
・

企
業
が
一
体
と
な
り
、
未
来

へ
挑
戦
す
る
姿
勢
こ
そ
が
、

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
す
鍵

と
な
り
ま
す
。
企
業
は
、
既

存
の
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推

進
、
新
た
な
販
路
の
開
拓
、

そ
し
て
何
よ
り
も
地
域
社
会

有
田
市
に
と
っ
て
最
大
の
喜

び
と
な
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
有
田
・

下
津
地
域
の
石
積
み
階
段
園

み
か
ん
シ
ス
テ
ム
」
が
、

Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
連
食
糧
農
業
機

関
）
に
よ
り
「
世
界
農
業
遺

産
（
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
）」
に
認
定

さ
れ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
認

定
は
、
先
人
た
ち
が
築
き
上

げ
て
き
た
石
垣
、
水
管
理
の

知
恵
、
そ
し
て
高
品
質
な
み

か
ん
を
守
り
育
て
て
き
た
努

力
が
、
世
界
の
宝
と
し
て
認

め
ら
れ
た
証
で
あ
り
、
私
た

ち
の
最
高
の
「
地
域
資
源
」

で
す
。
こ
の
世
界
農
業
遺
産

を
旗
印
に
、
地
域
が
一
丸
と

な
っ
て
、
有
田
の
魅
力
を
世

界
に
発
信
し
、
地
域
経
済
を

活
性
化
さ
せ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

私
た
ち
の
活
動
は
、
単
に

会
員
企
業
の
繁
栄
の
た
め
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
商
工

会
議
所
の
使
命
は
、
有
田
市

の
「
商
工
業
の
総
合
的
な
改

善
発
達
」
を
通
じ
て
、
市
民

生
活
の
向
上
と
豊
か
な
地
域

社
会
を
築
く
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
商
工
業
者
が
活

力
を
持
ち
、
新
た
な
価
値
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
そ
れ
は
雇
用
を
生
み
、

税
収
を
増
や
し
、
街
の
賑
わ

い
を
取
り
戻
す
こ
と
に
直
結

し
ま
す
。

　

結
び
に
、
令
和
八
年
が
、

皆
様
に
と
っ
て
飛
躍
の
年
と

な
り
、
有
田
の
地
域
経
済
が

大
き
く
前
進
す
る
一
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

十
月
一
日
〜
十
一
月
三
十

日
の
期
間
に
実
施
し
ま
し
た

「
Ｂ
ｕ
ｙ 

Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ 

Ａ
ｒ
ｉ

ｄ
ａ 

２
０
２
５
＋
」
に
多
く

の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

抽
選
に
は
五
五
六
件
の
方

に
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厳
正
な
る
抽
選
を
実
施

し
、
当
選
者
に
は
賞
品
引
換

券
を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
忘
れ
な
く
引
換
え

く
だ
さ
い
。

　

特
賞
、
一
等
の
お
買
い
物

券
に
つ
い
て
は
利
用
期
間
を

設
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
期

間
内
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

Ｂ
ｕ
ｙ 

Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ

Ａ
ｒ
ｉ
ｄ
ａ 

2
0
2
5
＋

抽
選
実
施
の
お
知
ら
せ

Ｂ
ｕ
ｙ 

Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ

Ａ
ｒ
ｉ
ｄ
ａ 

2
0
2
5
＋

抽
選
実
施
の
お
知
ら
せ

商
標・特
許・意
匠
な
ど
知
財
相
談
会

　
〜
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
和
歌
山
県

　　

知
財
総
合
支
援
窓
口
〜

商
標・特
許・意
匠
な
ど
知
財
相
談
会

　
〜
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
和
歌
山
県

　　

知
財
総
合
支
援
窓
口
〜

十
三
時
三
十
分
〜
十
六
時

三
十
分

〇
場
所　

紀
州
有
田
商
工
会

議
所

〇
相
談
員　

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
和

歌
山
県
知
財
総
合
支
援
窓

口
担
当
者

〇
費
用　

無
料

〇
予
約
・
問　

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ

和
歌
山
県
知
財
総
合
窓
口

☎
〇
七
三
―
四
八
八
―
三

二
五
六
ま
で
事
前
予
約
お

願
い
し
ま
す
。

　

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
和
歌
山
県
知

財
総
合
支
援
窓
口
で
は
、
中

小
企
業
等
の
特
許
・
商
標
等

の
知
的
財
産
に
関
す
る
悩
み

や
課
題
な
ど
の
相
談
に
応
じ

る
た
め
、
担
当
者
が
様
々
な

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
当
商
工
会
議
所
に

お
い
て
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
事
前
に
ご
予
約
の
上
お

越
し
く
だ
さ
い
。

〇
日
時

令
和
八
年
二
月
五
日
㈭

『
地
域
と
と
も
に
、

　
　未
来
へ
踏
み
出
す
一
年
へ
』

『
地
域
と
と
も
に
、

　
　未
来
へ
踏
み
出
す
一
年
へ
』

令
和
八
年 

年
頭
挨
拶

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

会
　
頭

秋
　
竹
　
新
　
吾

新 春 経 済 講 演 会
開催日　　令和８年１月２６日（月）

時　間　　１９時００分～２０時３０分

会　場　　紀州有田商工会議所　６階大ホール

講　師　　泉　宏　氏（政治ジャーナリスト）

 

テーマ　　「どうなる？ 
　　　　　　２０２６年日本の政治経済及び世界情勢」

お申込　　紀州有田商工会議所　☎0737-83-4777
　　　　　もしくはＱＲコードよりお申込

講演会入場無料

いずみ ひろし

　

ま
た
、
十
月
に
は
イ
タ
リ

ア
・
ロ
ー
マ
で
行
わ
れ
た
授

与
式
に
参
加
し
、
改
め
て
先

人
た
ち
の
知
恵
や
努
力
、
そ

し
て
地
域
の
絆
の
強
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を

基
に
有
田
市
の
魅
力
を
よ
り

多
く
の
方
々
に
伝
え
、
未
来

へ
と
つ
な
げ
て
い
く
所
存
で

す
。

　

さ
ら
に
、
大
阪
・
関
西
万

博
で
は
、
有
田
市
と
し
て
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
を
意
識
し
た
Ｐ

Ｒ
に
も
取
組
み
、
国
内
外
か

ら
来
場
さ
れ
た
多
く
の
皆
さ

ま
に
有
田
み
か
ん
の
魅
力
を

発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
機
会
を
通
じ
て
得

た
つ
な
が
り
を
、
今
後
の
地

域
の
発
展
へ
生
か
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

市
長
に
就
任
し
て
か
ら
二

年
目
を
迎
え
、
改
め
て
「
現

場
に
足
を
運
び
、
市
民
の
声

を
直
接
聞
く
」
こ
と
の
大
切

さ
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
も
多
く
の
市
民
の
皆
様

と
直
接
お
話
し
す
る
機
会
に

恵
ま
れ
、
地
域
の
温
か
さ
や

支
え
合
い
の
力
を
感
じ
る
瞬

間
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

市
政
を
担
う
者
と
し
て
、
そ

の
声
を
確
実
に
未
来
に
つ
な

げ
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り

に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
丑
年
。
馬
が
駆
け

る
よ
う
な
勢
い
で
「
実
り
」

を
未
来
へ
つ
な
ぎ
、
有
田
市

の
魅
力
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

る
一
年
に
し
て
ま
い
り
ま

す
。
新
病
院
の
整
備
促
進
、

複
合
公
共
施
設
事
業
の
推

進
、
子
育
て
・
教
育
支
援
の

拡
充
に
加
え
、
地
域
防
災
力

の
向
上
や
高
齢
者
支
援
に
も

力
を
注
ぎ
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
八
年
度
に
は

市
制
施
行
七
十
周
年
と
い
う

大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
育
ま
れ
て
き
た
歴

史
と
文
化
、
そ
し
て
市
民
一

人
ひ
と
り
の
力
を
未
来
へ
つ

な
げ
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
遂

げ
る
一
年
と
な
る
よ
う
、
市

政
の
推
進
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に

と
り
ま
し
て
健
康
に
恵
ま

れ
、
実
り
豊
か
な
一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。
市
民
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝

か
し
い
新
年
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
市
政
運
営
に
対

し
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
八
月
に
「
有
田
・
下
津

地
域
の
石
積
み
階
段
園
み
か

ん
シ
ス
テ
ム
」
が
、
世
界
農

業
遺
産
に
認
定
さ
れ
る
と
い

う
、
誇
ら
し
い
出
来
事
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
長
い

年
月
を
か
け
て
、
山
と
海
、

そ
し
て
地
域
の
人
々
が
調
和

し
、
自
然
と
共
に
営
ん
で
き

た
有
田
の
農
業
の
歴
史
が
、

世
界
に
誇
る
「
持
続
可
能
な

農
業
モ
デ
ル
」
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
結
果
で
す
。
こ
の

栄
誉
を
次
世
代
へ
と
確
実
に

受
け
継
ぎ
、地
域
全
体
で「
誇

り
」
と
「
希
望
」
を
共
有
し
、

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 『

実
り
を
未
来
へ

　
つ
な
が
る
ま
ち
有
田
市
へ
』

『
実
り
を
未
来
へ

　
つ
な
が
る
ま
ち
有
田
市
へ
』

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

有
田
市
長

玉
　
木
　
久
　
登
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着物丸洗い
アカウント

営業日、商品情報
　　など情報発信中！

kimono_marui

インスタグラム始めました！

3,600円～

【営業時間】11時00分～17時00分
【定休日】木曜・日曜・祝日TEL.073（426）7807

和歌山市吹屋町5丁目35－1きもの　ＯＬＤ＆ＮＥＷ

内職募集中
手袋・靴下
オーバーミシン・仕上げ作業

☎0737-82-4751
担当：上田

株式会社奥田
有田市千田 1 0 4 0

足と身体の健康工房

5本指
2,530円

紀州有田商工会議所3階
☎0737-83-3371

靴下をはくだけで
外反母趾の角度が改善します。

あなたを
える靴下支

販売・丸洗い
買 い 取 りきもの・帯特産品販売所あり太くん

紀州有田商工会議所1階で

営業時間：平日10時～16時
年始は１月５日から

定 休 日：土曜、日曜、祝日

営業中!!
謹賀新年

㈱
業
工
屋
国
伊
紀代

表役
締
取

内
田
喜
信〇

七
道
町
原
宮
市
田
有

㈱
Ｓ
Ｏ
Ｅ
Ｎ
Ｅ

所
造
製
山
歌
和

事

務長
所
副

伊
藤
和
弘〇〇

〇
一
浜
町
島
初
市
田
有

所
工
塗
山
野
上
㈱

山
野
上

正
明

一
九
一
島
箕
市
田
有

代

表役
締
取

川
田
有
㈱

花
田

実

七
三
尾
星
市
田
有

員

議

常

所
議
会
工
商
田
有
州
紀

興
津
智
博一

―
三
三
島
箕
市
田
有

事
理
務
専

㈱
菊
虫
除
本
日
大代

表役
締
取

上
山
直
英〇

八
一
原
田
山
市
田
有

㈱
Ｓ
Ｏ
Ｅ
Ｎ
Ｅ

所
造
製
山
歌
和

所

長

手
島
政
嘉〇〇

〇
一
浜
町
島
初
市
田
有

長
市
田
有

玉
木
久
登

〇
五
島
箕
市
田
有

顧

問

園
物
植
田
有
㈲代

表役
締
取

川
口
吉
春

頭
会
元

宮
井
清
明

一
―
一

七
一
番
中
町
我
糸
市
田
有

㈱
備
設
宅
住
田
有代

表役
締
取

梅
本
英
法

〇
七
三
町
崎
宮
市
田
有

会
業
設
建
市
田
有会

長

成
川
勝
美

九
四
一
見
江
古
市
田
有

合
組
事
工
管
市
田
有

長
合
組

山
﨑
哲
也一

―
三
三
島
箕
市
田
有

㈱
険
保
命
生
サ
ク
ア

所
業
営
南
山
歌
和所

長

宇
都
宮
仁一

―
三
三
島
箕
市
田
有

員

議

㈱
ト
ス
ク
ネ
ズ
イ
レ

所
業
事
山
歌
和

業
事
長
所

石
井
香
織六四

〇
一
浜
町
島
初
市
田
有

店
支
島
箕
庫
金
用
信
に
く
の
き

長
店
支

福
田
一
由

一
―
二
六
島
箕
市
田
有

事

監

㈱
ル
カ
ミ
ケ
ン
オ
イ
ラ取

締
役

三
輪
久
喜

一
―
一
堂
辻
市
田
有

㈱
業
産
田
保代

表役
締
取

名
倉
武
志

堂
辻
市
田
有

〇
三
八

組
田
保
㈱

北
畑

忍

六
四
四
堂
辻
市
田
有

所
作
製
島
箕
㈱
業
工
線
電
菱
三

上
野

学
三
六
六
島
箕
市
田
有

㈱
工
電
屋
松代

表役
締
取

赤
井
直
人一―

七
一
二
田
前
町
川
広
郡
田
有

林
松
㈱代

表役
締
取

松
林
裕
次一

―
九
六
七
一
浜
町
島
初
市
田
有

備
設
合
総
川
古

代
前

者
表

業
営

長
部

務
事

長
課

古
川
英
二

六
見
江
古
市
田
有

組
島
初
㈱代

表役
締
取

嶋
田
英
展

店
商
材
木
満
天

役
談
相

岩
橋
行
伸一

―
九
九
九
一
里
町
島
初
市
田
有

店
商
乙
天
㈲代

表役
締
取

井
上
修
平三

一
四
二
町
崎
宮
市
田
有

Ａ
Ｏ
Ｔ
㈱代

表役
締
取

榎
本
裕
明〇

〇
〇
一
浜
町
島
初
市
田
有

㈱
ス
バ
紀
中代

表役
締
取

高
垣
太
郎

店
商
伝
中
田

者
表
代

田
中
賢
司

三
〇
二
島
箕
市
田
有

家
橘
㈱

役
締
取会

長

橋
爪
正
芳七

一
町
新
町
原
宮
市
田
有

場
工
州
紀
㈱
菊
虫
除
本
日
大

長
場
工

中
川
和
宏〇

八
一
原
田
山
市
田
有

店
支
島
箕
行
銀
陽
紀
㈱

長
店
支

若
林
孝
治

市
田
有

島
箕

一
三
四

店
商
セ
ナ
ハ

者
表
代

栗
山

勝

五
一
四
島
箕
市
田
有

店
商
尾
登
㈱

登
尾
時
方一

―
六
九
五
一
浜
町
島
初
市
田
有

所
業
工
品
食
元
南

者
表
代

宮
井
康
雄一七

一
番
中
町
我
糸
市
田
有

事
商
ン
パ
ロ
プ
亜
東
㈱代

表役
締
取

嶋
田
和
明一―

八
六
三
町
崎
宮
市
田
有

者
表
代

児
嶋
清
秋八

五
二
二
町
崎
宮
市
田
有

店
器
電
中
田

者
表
代

田
中
秀
樹一

―
四
六
一
町
崎
宮
市
田
有

者
表
代

森
川
雅
広

㈱
業
産
和
正代

表役
締
取代

表役
締
取会

長役
締
取

笹
井
宏
祐九

―
二
一
八
島
箕
市
田
有

㈱
宅
住
洋
三代

表役
締
取

山
野
上

喜
之一

―
八
五
二
寺
王
明
町
川
田
有
郡
田
有

店
紙
洋
共
三
㈱

役
談
相

鵜
尾
崇
功

七
四
町
崎
宮
市
田
有

組
井
酒
㈱

酒
井
博
文

㈱
業
産
本
木

役
査
監

中
西

明
志
登七

八
一
野
市
田
有

一
―

㈱
産
水
口
川代

表役
締
取

川
口
泰
史二

一
二
原
川
滝
町
原
宮
市
田
有

所
務
事
計
設
築
建
Ｕ
Ｚ
Ａ
Ｋ

者
表
代

嶋
田
和
人二

三
五
原
川
滝
町
原
宮
市
田
有

フ
イ
ラ
ジ
ン
レ
オ
㈱代

表役
締
取

山
野
上

栄
作七

八
一
田
野
町
川
田
有
郡
田
有

所
業
営
田
有所

長

福
本
祐
介一

―
一
五
見
江
古
市
田
有

設
建
田
岩
㈲代

表役
締
取 代

表役
締
取 会

長

岩
田

始一
一
―
二
六
六
島
箕
市
田
有

組
田
岩
㈱

岩
田
佳
浩二

―
二
七
一
町
崎
宮
市
田
有

園
農
藤
伊
㈱

伊
藤

修二
―
八
九
四
原
川
滝
町
原
宮
市
田
有

産
動
不
前
ら
く
お

者
表
代

松
村
秀
一

一
―
三
三
島
箕
市
田
有

所
地
１
４
１
ム
エ

者
表
代

役
締
取

石
井

守

八
六
二
地
山
市
田
有

所
議
会
工
商
田
有
州
紀

同
一
局
務
事

長
会
・
部
年
青

森
川
直
也

長
会
・
会
性
女

川
田
有
㈱

花
田
千
香

長
部
支
原
宮

所
務
事
計
設
築
建
Ｕ
Ｚ
Ａ
Ｋ

者
表
代

嶋
田
和
人

長
部
支
我
糸代

表
者

宮
井
康
雄

長
部
支
田
保

㈱
業
産
田
保代

表役
締
取

名
倉
武
志

長
部
支
央
中

備
設
合
総
川
古

代
前

者
表

古
川
英
二

長
部
支
崎
宮

店
器
電
中
田

者
表
代

田
中
秀
樹

長
部
支
島
箕

店
商
伝
中
田

者
表
代

田
中
賢
司

長
部
支
港

園
農
キ
ネ
カ

者
表
代

脇
村
吉
宣

長
部
支
島
初

店
品
料
食
村
脇

者
表
代

脇
村
昌
宏

者
表
代

山
野
上

三
雄三

―
〇
六
五
田
千
市
田
有

店
品
料
食
村
脇

者
表
代

役
談
相

脇
村
昌
宏四

―
二
〇
三
一
浜
町
島
初
市
田
有

醸
香
山
歌
和
㈱

脇
村
正
次一―

五
三
島
中
下
市
田
有

代

表役
締
取

小
川
隆
昌二

―
二
四
四
島
箕
市
田
有

者
表
代

上
山
寿
示

所
工
鉄
田
吉

者
表
代

吉
田
八
郎五

六
一
町
新
町
原
宮
市
田
有

㈱
脂
樹
栄
山代

表役
締
取

山
路
浩
司

店
装
塗
ガ
ン
マ

代
前

者
表

萬
賀
清
司四

―
七
一
八
島
箕
市
田
有

会
商
ヤ
イ
タ
ガ
ン
マ

者
表
代

萬
賀
健
一三

―
三
九
〇
二
里
町
島
初
市
田
有

店
事
工
道
水
嶋
前

者
表
代

前
嶋
隆
典四

―
四
四
六
野
市
田
有

園
農
こ
み
ふ
㈱代

表役
締
取

成
戸
文
子一

―
四
九
五
田
野
町
川
田
有
郡
田
有

代

表役
締
取代

表役
締
取 専

務役
締
取

佐
原

宏
一
四
〇
二
田
千
市
田
有

㈱
品
食
野
花代

表役
締
取

花
野
雅
司

本 年もよろしくお願いいたします本 年もよろしくお願いいたします
川
端
隆
也二

―
五
五
六
一
里
町
島
初
市
田
有

有
田
市
糸
我
町
中
番
二
一
〇
―
二

南
元
食
品
工
業
所

㈱
Ｋ
Ｌ

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
西
日
本
㈱

ラ
イ
ト
シ
ョ
ッ
プ
う
え
や
ま

㈲
リ
ュ
ウ
シ
ョ
ウ

有
田
市
辻
堂
八
五
六
ー
一
〇

和
広
フ
ー
ド
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

デ
ィ
ア
ス
児
嶋

紙　上　名　刺　交　換紙　上　名　刺　交　換

㈲
ヒ
カ
ル
・
オ
ー
キ
ッ
ド

有
田
市
初
島
町
浜
一
〇
七
一

頭
会
前

店
商
治
雜
㈱代

表役
締
取

雜
賀
清
秀

五
一
島
箕
市
田
有

㈱
業
工
垣
石代

表役
締
取

川
﨑
浩
之〇

〇
〇
一
浜
町
島
初
市
田
有

代

表役
締
取

寺
杣
嘉
彦三―

二
九
八
島
箕
市
田
有

㈱
あ
り
だ
住
宅
情
報
セ
ン
タ
ー

司
鈑
金
塗
装
工
業
所

有
田
市
山
地
一
〇
―
二

菅
原
佳
典

ミ
カ
サ
事
務
機
㈱

有
田
市
古
江
見
一
一
四

川
原
秀
之

㈲
浜
井
運
送

有
田
市
千
田
六
〇
五

川
端
昌
徳

日
出
手
袋
工
業
㈱

上
田
昭
和

富
士
手
袋
工
業
㈱

有
田
市
初
島
町
浜
一
二
六
三

Ｄ
ｏ
ｇ
ｇ
ｏ 

ｈ
ｏ
ｕ
ｓ
ｅ

有
田
市
糸
我
町
中
番
一
七
三―

一

長
尾
浩
志

㈱
長
尾
製
缶
所

有
田
郡
有
田
川
町
野
田
一
四
四

者
表
代

木
村

志
寸
也

常

務役
締
取

二
―
五
五
六
一
里
町
島
初
市
田
有

代

表役
締
取

頭

会

副 会

頭

㈱
K
Ｌ

代

表役
締
取

児
嶋
正
人

四
一
四
野
市
田
有

業
工
岡
上
㈱代

表役
締
取

岡
本
幹
生二

―
四
三
〇
一
田
千
市
田
有

園
樹
果
和
早
㈱

秋
竹
新
吾一―

五
七
二
町
新
町
原
宮
市
田
有

鉾
蒲
田
有
州
紀
㈱代

表役
締
取

尾
藤

佳
一
七
三
町
崎
宮
市
田
有

会

長

所
作
製
島
箕
㈱
業
工
線
電
菱
三所

長

細
谷
勝
宣

三
六
六
島
箕
市
田
有

役
締
取
表
代会

長

六
―
八
九
四
西
町
我
糸
市
田
有

八
九
八
島
箕
市
田
有

六
―

有
田
市
宮
崎
町
二
三
四
二―

三
三
一

有
田
市
千
田
七
九
五

支
部
長
・
会
長

㈱
設
建
亜
光代

表役
締
取

野
口
信
人

有
田
市
初
島
町
里
二
〇
三
三

気象予報士×税理士  気象予報士×税理士  藤富郷の

税
理
士
に
よ
る
地
区
相
談
会

場
の
ご
案
内

　

税
理
士
に
よ
る
確
定
申
告

書
の
書
き
方
な
ど
の
相
談
を

無
料
で
行
い
ま
す
。

■
二
月
五
日
㈭

　

九
時
三
十
分
〜
十
六
時

　

開
設
場
所
：
有
田
市
文
化

福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

■
二
月
十
日
㈫

　

九
時
三
十
分
〜
十
六
時

　

開
設
場
所
：
有
田
川
町
役

場
吉
備
庁
舎　

四
階
第
二

　

・
三
会
議
室

■
二
月
十
二
日
㈭

　

九
時
三
十
分
〜
十
五
時

　

開
設
場
所
：
有
田
川
町
役

場
清
水
行
政
局　

二
階
大

会
議
室

■
二
月
十
三
日
㈮

　

九
時
三
十
分
〜
十
六
時

　

開
設
場
所
：
湯
浅
納
税
協

会　

三
階
会
議
室

※

い
ず
れ
の
会
場
も
十
二
時

か
ら
十
三
時
ま
で
は
相
談

を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

相
談
受
付
締
切
時
間
は
相

談
終
了
時
間
の
三
十
分
前

と
な
り
ま
す
。

※

ご
来
場
の
際
に
は
、
前
年

分
の
控
え
、
源
泉
徴
収
票

（
給
与
・
年
金
収
入
の
あ

る
場
合
）、
所
得
控
除
に

係
る
各
種
証
明
書
な
ど
の

申
告
書
の
作
成
に
必
要
な

書
類
と
筆
記
用
具
等
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※

各
会
場
と
も
「
土
地
・
建

物
・
株
式
等
を
売
却
さ
れ

た
所
得
」「
山
林
所
得
」「
贈

与
税
」「
相
続
税
」
に
関

す
る
相
談
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
美

し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

色
と
り
ど
り
の
光
が
あ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
表
現
も
豊

か
で
す
ね
。
皆
さ
ん
は
何
色

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
好

き
で
し
ょ
う
か
？
私
は
青
色

が
好
み
な
の
で
す
が
、
毎
年

ブ
ル
ー
の
光
で
木
々
が
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
く
、
地
元
の
公
園

が
お
気
に
入
り
の
ス
ポ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

冬
は
青
色
ラ
イ
ト
が
特
に

映
え
る
季
節
で
、「
寒
さ
」

や
「
静
け
さ
」「
寂
し
さ
」

と
い
う
季
節
感
が
、
青
色
の

透
明
感
と
マ
ッ
チ
し
て
心
に

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
た
だ
、

伝
わ
っ
て
く
る
の
は
感
覚
的

な
も
の
だ
け
で
な
く
、実
は
、

天
気
も
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

冬
の
天
気
の
特
徴
で
あ
る

「
西
高
東
低
」
の
気
圧
配
置

で
は
、
太
平
洋
側
は
冬
晴
れ

で
北
風
が
吹
き
、
下
降
気
流

と
な
り
ま
す
。
ち
り
や
ほ
こ

り
が
舞
い
上
が
り
に
く
く
、

遠
く
ま
で
見
通
し
が
良
く
な

り
ま
す
。
空
気
も
乾
燥
し
て

お
り
、
澄
ん
だ
空
が
広
が
る

わ
け
で
す
。
そ
う
な
る
と
、

光
の
散
乱
が
抑
え
ら
れ
て
、

波
長
の
短
い
青
い
光
も
し
っ

か
り
と
届
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
澄
み
切
っ
た

☆
応
募
要
項

◎
応
募
締
め
切
り
＝

　

一
月
十
日
（
消
印
有
効
）

◎
発　

表
＝
二
月
号
で

◎
官
製
は
が
き
に
一
月
号
と

明
記
の
う
え
一
月
号
で
良

か
っ
た
記
事
・
感
想
・
市
内

の
ニ
ュ
ー
ス
等
と
お
答
え
を

書
い
て
下
さ
い
。
投
稿
い
た

だ
い
た
感
想
の
中
か
ら
趣
旨

を
変
え
な
い
範
囲
で
添
削
や

割
愛
し
て
「
市
民
の
窓
」
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
匿
名
希
望
も
可
）

 

◎
あ
て
先
＝

　

〒
６
４
９
―
０
３
９
８

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

『
商
工
ニ
ュ
ー
ス
パ
ズ
ル
係
』

◎
応
募
は
が
き
に
は
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢
を

は
っ
き
り
書
い
て
下
さ
い
。

◎
賞　

品
＝
六
月
〜
十
二
月

号
を
対
象
に
抽
選

◎
十
二
月
号
の
正
解
は「
二
」

で
し
た
。

◎
抽
選
の
結
果
、
栗
山
貴
子

さ
ん
他
九
名
の
方
が
当
選
さ

れ
ま
し
た
。

　

職
員
が
行
く
の
「
は
ぜ
の

木
剪
定
作
業
」
を
読
み
驚
き

ま
し
た
。
以
前
は
ぜ
の
木
に

か
ぶ
れ
、
赤
み
、
腫
れ
、
水

ぶ
く
れ
に
な
り
皮
膚
科
に
通

院
し
ま
し
た
。
こ
の
木
を
剪

定
さ
れ
る
方
が
い
る
と
初
め

て
知
り
ま
し
た
。

（
宮
原
町　

塚
本
育
子
さ
ん
）

◆

　

数
字
ナ
ン
プ
レ
欄
、
脳
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
目
的
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
、
解
答
を
導
き

出
せ
た
時
の
達
成
感
を
味

わ
っ
て
い
ま
す
。

（
初
島
町　

Ｍ
・
Ｙ
さ
ん
）

☆
一
月
五
日
…
新
年
互
例
会

☆
一
月
十
四
日
…
登
記
相
談

☆
一
月
十
七
日
…
こ
だ
わ
り

逸
品
物
産
展

☆
一
月
二
十
一
日
…
有
田
市

長
と
の
懇
談
会

☆
一
月
二
十
一
日
…
常
議
員

会
☆
一
月
二
十
六
日
…
パ
ソ
コ

ン
セ
ミ
ナ
ー
①

☆
一
月
二
十
七
日
…
パ
ソ
コ

ン
セ
ミ
ナ
ー
②

☆
一
月
二
十
八
日
…
パ
ソ
コ

ン
セ
ミ
ナ
ー
③

冬
晴
れ
は
、
夏
よ
り
も
青
い

光
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

一
方
、
日
本
海
側
の
雪
の

中
で
も
、
青
色
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
は
印
象
的
に
映

り
ま
す
。
雪
の
結
晶
は
、
波

長
の
長
い
赤
い
光
を
吸
収
し

や
す
く
、
雪
の
中
を
通
り
抜

け
る
間
に
赤
は
弱
ま
っ
て
い

き
ま
す
。
一
方
で
、
吸
収
さ

れ
に
く
い
青
い
光
は
強
調
さ

れ
ま
す
。
氷
河
が
青
っ
ぽ
く

見
え
る
原
理
と
同
じ
で
す
。

雪
の
中
で
青
い
光
は
柔
ら
か

く
広
が
り
、
冷
た
さ
や
静
寂

感
と
マ
ッ
チ
し
て
幻
想
的
な

風
景
と
な
り
ま
す
。
も
と
も

と
雪
は
反
射
率
も
高
い
の

で
、
光
は
２
倍
か
ら
３
倍
に

も
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
面
白

い
現
象
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
「
プ
ル
キ
ン
エ
現
象
」
と

い
っ
て
、
人
の
目
は
暗
く
な

る
ほ
ど
青
色
が
見
え
や
す
く

な
る
と
い
う
も
の
で
す
。
暗

闇
の
青
い
光
は
、
境
界
も

く
っ
き
り
と
見
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
暗
く
な
る
時
間

が
早
い
冬
は
、
仕
事
帰
り
の

時
間
帯
に
青
い
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
ひ
と
き
わ
奇
麗
に

見
え
て
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
青
い
光
が
際

立
つ
冬
の
天
気
で
す
が
、
冬

の
強
い
風
も
一
役
買
っ
て
い

ま
す
。
風
が
強
い
と
、
空
気

の
密
度
の
差
が
で
き
て
光
の

屈
折
率
が
変
わ
り
ま
す
。
光

が
揺
ら
い
で
キ
ラ
キ
ラ
と
瞬

い
て
見
え
る
こ
と
で
、
冬
の

青
い
光
が
よ
り
印
象
的
に
な

る
わ
け
で
す
。

　

冬
に
輝
く
青
い
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
好
き
な
の

は
、
季
節
や
天
気
、
人
の
特

性
や
心
の
動
き
と
い
っ
た
要

素
に
、
自
然
と
寄
り
添
っ
て

い
た
か
ら
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
普
及

し
た
こ
と
で
、
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
も
さ
ま
ざ
ま
な
色
が

楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
冬
は
、
光
の
色
に

着
目
し
て
、
各
地
の
光
の
祭

典
を
楽
し
ん
で
み
る
の
も
い

い
で
す
ね
。

気
象
予
報
士
兼
税
理
士

藤
富　

郷

※
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
ま
た
は
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
水
曜
映
画
会
（
大
人
向
け
）

・
日
時
…
一
月
十
四
日
㈬

　
　
　
　

十
四
時
〜

・
内
容
…
邦
画
「
す
ば
ら
し
き

世
界
」（
約
一
三
〇
分
）

・
定
員
…
六
十
名
程
度

◆
ア
リ
ッ
サ
の
お
は
な
し
か
い

（
乳
幼
児
〜
就
園
前
く
ら
い
）

・
日
時
…
一
月
八
日
㈭

　
　
　
　

十
時
三
十
分
〜

・
内
容
…
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

◆
も
り
の
か
み
し
ば
い
屋
さ
ん

　（
子
ど
も
向
け
）

・
日
時
…
一
月
十
七
日
㈯

　
　
　
　

十
四
時
〜

・
内
容
…
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ

　
　
　
　

◆
有
田
市
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
さ
さ
や
き
」の
お
は
な
し
会

（
子
ど
も
向
け
）

・
日
時
…
一
月
二
十
四
日
㈯

　
　
　
　

十
時
三
十
分
〜

・
内
容
…
絵
本
や
紙
芝
居
の
読

み
聞
か
せ

◆
あ
か
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
（
休
館

日
を
除
く
毎
週
木
曜
日
）

 　
九
時
三
十
分
〜
十
二
時

〈
年
始
の
お
知
ら
せ
〉

※
一
月
四
日
㈰
か
ら
開
館
し
ま

す
。
貸
出
上
限
が
お
一
人
合

計
十
点
ま
で
に
戻
り
ま
す
の

で
、お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

〈
一
月
の
図
書
館
休
館
日
〉

　

毎
週
火
曜
日
と
、
図
書
整
理

日
の
一
月
三
十
日
㈮

・
問　

有
田
市
図
書
館

　
　

☎
八
二
―
三
二
二
〇

　

和
歌
山
俳
句
作
家
協
会
主

催
の「
有
田
地
区
俳
句
大
会
」

を
以
下
の
要
領
で
行
い
ま

す
。

■
日
時…

三
月
十
五
日
㈰

■
会
場…

有
田
市
文
化
福
祉

セ
ン
タ
ー

■
投
稿…

雑
詠（
季
節
不
問
）

未
発
表
作
品
・
二
重
投
句

不
可

　

三
句
・
千
円
（
一
人
二
組

ま
で
・
現
金
書
留
又
は
定

額
小
為
替
）

■
投
句
締
切…

二
月
二
十
日

㈮
必
着

■
投
句
方
法…

市
民
会
館
、

有
田
市
文
化
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
各
公
民
館
に
投
句

用
紙
を
設
置
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
投
句
先
等
に
つ

い
て
は
用
紙
を
ご
確
認
の

上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
主
催…

和
歌
山
俳
句
作
家

協
会

第
五
回
「
紀
伊
山
脈
」

　
　有
田
地
区
俳
句
大
会

第
五
回
「
紀
伊
山
脈
」

　
　有
田
地
区
俳
句
大
会

有
田
市
図
書
館
イ
ベ
ン
ト

有
田
市
図
書
館
イ
ベ
ン
ト

☆
新
春
た
こ
あ
げ
大
会　

・
日
時
：
一
月
十
日
㈯　

九
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

・
場
所
：
ふ
る
さ
と
の
川
総
合
公
園
（
宮
原
側
）

・
対
象
：
市
内
在
住
・
在
学
の
こ
ど
も
と
そ
の
保
護
者

の
み
な
さ
ん
は
手
作
り
の
た
こ
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
参
加
費
：
無
料

・
申
込
：
当
日
受
付

※
雨
天
中
止

・
問
合
せ
：
有
田
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
二
二
―
三
七
六
一

☆
令
和
八
年
有
田
消
防
出
初
式　

・
日
時
：
一
月
十
二
日
㈪　

十
時
〜

・
場
所
：
有
田
市
民
会
館
紀
文
ホ
ー
ル
（
式
典
）

　

有
田
川
左
岸
河
川
敷　

保
田
側
（
一
斉
放
水
訓
練
）

※
一
斉
放
水
は
十
一
時
二
十
分
頃
を
予
定

※
雨
天
の
場
合
、
一
斉
放
水
訓
練
及
び
車
両
進
行
は
中

止
し
ま
す
。

・
問
合
せ
：
有
田
市
消
防
本
部　

☎
八
三
―
〇
一
一
九

☆
も
ち
つ
き
大
会

　

子
ど
も
伝
統
文
化
交
流
事
業

　

楽
し
い
お
も
ち
つ
き
で
寒
さ
を
ふ
っ
と
ば
そ
う
!!

・
日
時
：
一
月
十
七
日
㈯　

十
三
時
三
十
分
〜

・
場
所
：
有
田
市
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
対
象
：
市
内
在
住
・
在
学
の
こ
ど
も
と
そ
の
保
護
者

・
申
込
：
当
日
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
参
加
費
：
無
料

・
問
合
せ
：
有
田
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
二
二
―
三
七
六
一

☆
第
二
十
回　
有
田
市
文
芸
大
会　
入
賞
作
品
展
示

・
日
時
：
二
月
一
日
㈰
〜
二
月
十
三
日
㈮

・
場
所
：
有
田
市
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー　

ロ
ビ
ー

・
開
館
時
間
：
九
時
〜
十
七
時

・
入
場
：
無
料

・
主
催
：
有
田
市
教
育
委
員
会　

有
田
市
文
化
協
会

・
部
門
：
小
学
生
俳
句
の
部
、小
学
生
短
歌
の
部
、中
学

生
俳
句
の
部
、中
学
生
短
歌
の
部
、一
般
俳
句
の
部
、

一
般
短
歌
の
部　

以
上
六
部
門

・
表
彰
式
典
：
二
月
十
三
日
㈮　

十
六
時
〜

・
お
問
合
せ
先
：
有
田
市
教
育
委
員
会　
文
化
振
興
係

　
（
有
田
市
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
八
二
―
三
二
二
一　
※
水
曜
日
休
館

☆
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ａ
糸
竹
会　
箏・尺
八　
第
十
回
コ
ン
サ
ー
ト

・
日
時
：
二
月
八
日
㈰

　
　
　
　

開
場
十
二
時
三
十
分　

開
演
十
三
時

・
場
所
：
有
田
市
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
入
場
：
無
料

・
主
催
：
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ａ
糸
竹
会

第
十
八
回　

オ
レ
ン
ジ
コ
ン
サ
ー
ト　

・
日
時
：
二
月
十
五
日
㈰

　
　
　
　

開
場
十
三
時　

開
演
十
三
時
三
十
分

・
場
所
：
有
田
市
民
会
館　

紀
文
ホ
ー
ル

・
入
場
：
無
料

・
主
催
：
オ
レ
ン
ジ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

・
出
演
：
〜
合
唱　

サ
ー
ク
ル
〜

　

有
田
少
年
少
女
合
唱
団
「
テ
ィ
ン
ク
ル
」、「
テ
ィ
ン

ク
ル
」
Ｏ
Ｂ
、
コ
ー
ラ
ス　
芽
吹
き
、
ブ
ロ
ッ
サ
ム
・

フ
ェ
ロ
ー
、
A
D
I
R
A
（
ア
デ
ィ
ー
ラ
）、
ラ
・

グ
ラ
ツ
ィ
ア
、
リ
ラ　
ク
オ
ー
レ

　

〜
器
楽　

サ
ー
ク
ル
〜　

　

A
R
I
D
A
糸
竹
会
、
大
正
琴
「
ブ
ラ
イ
ト
」、
有

田
市
吹
奏
楽
団
、
湯
浅
中
学
校　

吹
奏
楽
部

　

〜
合
唱
＆
器
楽　

サ
ー
ク
ル
〜

　

箕
島
高
校　
吹
奏
楽
部
、
有
和
中
学
校　
音
楽
部

市
内
イ
ベ
ン
ト
情
報

市
内
イ
ベ
ン
ト
情
報

〇
玉
掛
け
技
能
講
習

日
程
：【
学
科
】一
月
二
十
二

日
㈭
・
二
十
三
日
㈮

【
実
技
】Ａ
一
月
二
十
四
日
㈯

（
定
員
三
十
名
）

【
実
技
】Ｂ
一
月
二
十
五
日
㈰

（
定
員
二
十
名
）

※

申
込
順
に
Ａ
・
Ｂ
日
程
に

振
分
け

場
所
：
中
紀
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

受
講
料
：
二
三
，七
〇
〇
円

〇
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技

能
講
習

日
程
：【
学
科
】二
月
五
日
㈭

【
実
技
】二
月
六
日
㈮
・
七
日

㈯
・
八
日
㈰

定
員
：
三
十
名

場
所
：
中
紀
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

受
講
料
：
三
二
，四
五
〇
円

〇
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

日
程
：【
学
科
】二
月
二
十
六

日
㈭

【
実
技
】二
月
二
十
七
日
㈮

定
員
：
二
十
名

受
講
料
：
一
一
，八
八
〇
円

〇
申
込
・
問

　
（
公
社
）
和
歌
山
県
労
働

基
準
協
会
日
高
有
田
支
部

　

☎
〇
七
三
八―

二
三―

二

〇
四
九

和
歌
山
県
労
働
基
準
協
会

　
　
講
習
会
の
お
知
ら
せ

和
歌
山
県
労
働
基
準
協
会

　
　
講
習
会
の
お
知
ら
せ

「冬のイルミネーションは青色が輝く」

窓
の
民
市

し
催
と
会

生
涯
学
習
課
推
進
事
業

・
日
時
…
三
月
八
日
㈰

第
一
部　

こ
ど
も
た
ち
に
よ
る

舞
台
発
表
「
未
来
へ
輝
け
！
有

田
の
こ
ど
も
た
ち
」

・
開
場
…
九
時
三
十
分

・
開
演
…
十
時（
約
一
二
〇
分
）

【
全
席
自
由
】
入
場
無
料
（
整

理
券
不
要
）

第
二
部　

野
々
村
友
紀
子
氏
講

演
会
「
強
く
生
き
る
た
め
の
ヒ

ン
ト
ー
野
々
村
友
紀
子
が
伝
え

た
い
人
生
で
大
事
な
こ
と
ー
」

・
開
場
…
十
三
時
三
十
分

・
開
演
…
十
四
時（
約
六
十
分
）

・
整
理
券
配
布
開
始
…
一
月
十

日
㈯

※
予
定
枚
数
に
達
し
次
第
終
了

・
配
布
場
所
…
市
民
会
館
、
市

役
所
生
涯
学
習
課

【
全
席
自
由
】
入
場
無
料
（
要

整
理
券
）

※
手
話
通
訳
有

第
七
回
大
阪
交
響
楽
団
特
別
演

奏
会　

紀
文
ホ
ー
ル
名
曲
セ
レ

ク
シ
ョ
ン

・
日
時
…
二
月
十
一
日（
水
・
祝
）

・
開
場
…
十
四
時
三
十
分

・
開
演
…
十
五
時
（
約
一
二
〇

分
）

・
チ
ケ
ッ
ト
販
売
中

【
全
席
指
定
】

・
大
人
…
前
売
券
二
，〇
〇
〇

円
（
当
日
二
，五
〇
〇
円
）

・
高
校
生
…
前
売
券
八
〇
〇
円

（
当
日
一
，〇
〇
〇
円
）

・
小
中
学
生
…
前
売
券
五
〇
〇

円
（
当
日
八
〇
〇
円
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮

願
い
ま
す
。

・
販
売
場
所
…
市
民
会
館
、

イ
ー
プ
ラ
ス

【
出
演
者
】

大
井 

駿（
指
揮
）、
東
亮
汰

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、
大
阪
交

響
楽
団
（
管
弦
楽
）

【
曲
目
】

ブ
ラ
ー
ム
ス
：
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
協
奏
曲
、
交
響
曲
第
一
番

協
賛
：
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式

会
社

・
問…
有
田
市
民
会
館

　
　
　

☎
八
二―

二
六
二
六

有
田
市
民
会
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

有
田
市
民
会
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
お

い

し
ゅ
ん

ひ
が
し

り
ょ
う

た

湯
浅
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

湯
浅
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

５ 　 　 　 　 　 　 　 ９
　 　 　 ９ 　 　 ６ ８
　 　 　 ４ ６ ８ 　 ２
　 ６ ７ 　 １ 　 ８
　 　 １ ８ 　 ２ ５
　 　 ９ 　 ４ 　 ２ ３
　 １ 　 ５ ２ ６
　 ７ ８ 　 　 ９
３ 　 　 　 　 　 　 　 ６ 答：

数

ナ
字

ン
プ
レ

　

空
い
た
マ
ス
に
１
か
ら
９

ま
で
の
数
字
を
埋
め
て
完
成

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

タ
テ
・
ヨ
コ
各
９
列
と
太

線
で
囲
ん
だ
ブ
ロ
ッ
ク
（
３

×
３
の
９
マ
ス
）
の
中
に
同

じ
数
字
は
使
え
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
二
重
枠
に
入
る

二
つ
の
数
字
の
合
計
を
お
答

え
く
だ
さ
い
。

2
1

8
7

9 5 4 36

商
工
文
芸
一
月
作
品

子
供
等
の
職
場
体
験
小
六
月 

喜
多　

忠
男

西
本
願
寺

御
影
堂
の
甍
明
る
し
大
銀
杏 

鳥
淵
都
志
子

恙
な
く
生
き
て
向
ひ
ぬ
初
鏡 
堀
川　

マ
リ

冬
う
ら
ら
ノ
ー
ト
に
亡
父
の
句
を
見
付
け 

松
宮　

和
子

小
春
日
や
が
ば
っ
と
起
こ
す
土
匂
ふ 

御
前　

綾
子

人
搔
き
分
け
て
車
夫
の
来
る
時
雨
か
な 

宮
井　

諄
子

元
朝
や
目
覚
め
て
け
ふ
の
改
ま
る 

米
富　

興
治

　

日
向
ぼ
こ
は
、
冬
・
新
年
の
季
語
。
日
当
た
り

の
良
い
縁
側
で
綾
取
り
を
し
て
い
る
。

　

作
者
は
自
信
た
っ
ぷ
り
。
む
べ
な
る
か
な
幼
い

頃
に
覚
え
た
技
は
す
っ
か
り
身
に
つ
い
て
い
る
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
孫
と
の
楽
し
い
会
話
が
聞
こ
え

て
く
る
様
だ
。
誠
に
ほ
ほ
え
ま
し
い
一
句
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　

編
集
委
員　

綛
田
隆
信

共
感
の
一
句

杉
俳
句
塾

綾
取
り
は
手
に
覚
え
あ
り
日
向
ぼ
こ 

中
村
千
恵
美

ち
ち

ご

え
い

ど
う


